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には下線を付しております。
記

○「平成23年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」（サマリー情報１頁）
１．平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(2)連結財政状態

【訂正前】

23年3月期
22年3月期

【訂正後】

23年3月期
22年3月期

○「平成23年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」（サマリー情報２頁）
(参考)個別業績の概要
１．平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(2)個別財政状態

【訂正前】

23年3月期
22年3月期

【訂正後】

23年3月期
22年3月期

％

総資産 純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

16.08
3,995,967 283,754

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
連結自己資本比率

（国内基準）

連結自己資本比率
（国内基準）

％

17.14

自己資本比率 １株当たり純資産

3,898,771 277,401

百万円 百万円 ％

6.7
6.7

円 銭

1,620.64
1,559.88

17.13
3,898,771 277,401 6.7 1,559.88 16.08
3,995,967 283,754 6.7 1,620.64

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
単体自己資本比率

（国内基準）
百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

16.38
3,865,149 260,222 6.7 1,537.00 15.55
3,964,038 264,983 6.6 1,595.03

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％ 円 銭

1,595.03

１株当たり純資産
単体自己資本比率

（国内基準）
％

の一部に訂正すべき事項がありましたので、下記の通りお知らせいたします。なお、訂正箇所

16.37
3,865,149 260,222 6.7 1,537.00 15.55
3,964,038 264,983 6.6

平成23年5月19日

「平成23年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」等の一部訂正について
（訂正・数値データ訂正あり）

　平成23年5月13日に公表いたしました「平成23年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」等の記載事項
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○「平成23年3月期決算短信〔日本基準〕（連結）」（添付資料２頁）
１　経営成績
（２）財政状態に関する分析
　Ａ　資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローの状況に関する分析
　(Ａ)当期の状況

【訂正前】

【訂正後】

○「平成23年3月期決算短信〔日本基準〕（連結）」（添付資料５頁）
３　経営方針
（２）中長期的な経営戦略と目標とする経営指標

【訂正前】

　コア業務純益

　当期純利益

　ＯＨＲ（コア業務粗利益ベース）

　役務収益比率（役務収益/コア業務粗利益）
　　※クーポンスワップ収益を含む

　不良債権比率（金融再生法開示債権ベース）

　自己資本比率

（注）　いずれも単体ベース

【訂正後】

　コア業務純益

　当期純利益

　ＯＨＲ（コア業務粗利益ベース）

　役務収益比率（役務収益/コア業務粗利益）
　　※クーポンスワップ収益を含む

　不良債権比率（金融再生法開示債権ベース）

　自己資本比率

（注）　いずれも単体ベース

項　　目
中期経営計画

計数目標

項　　目
中期経営計画

計数目標

１９．０％以上

３％未満

１５．０％以上

当期実績

２６５億円

９０億円

６０％未満

２１６億円

８４億円

６３．９７％

当期実績

１４．７２％

３．４９％

１６．３８％

２６５億円 ２１６億円

９０億円 ８４億円

６０％未満 ６３．９７％

１９．０％以上 １４．７２％

３％未満 ３．４９％

１５．０％以上 １６．３７％

　連結自己資本比率（国内基準）は、前期末比1.06ポイント上昇の17.14％となりました。なお、
当連結会計年度末より、信用リスク・アセットの算出において、基礎的内部格付手法を採用して
おります。

　なお、中期経営計画の最終年度である平成23年度の計数目標及び当期の実績は次のとおりであります。

　なお、中期経営計画の最終年度である平成23年度の計数目標及び当期の実績は次のとおりであります。

　連結自己資本比率（国内基準）は、前期末比1.05ポイント上昇の17.13％となりました。なお、
当連結会計年度末より、信用リスク・アセットの算出において、基礎的内部格付手法を採用して
おります。
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○「平成22年度 決算説明資料」（６頁）

７．自己資本比率

【訂正前】

・当行は、平成23年３月末から信用リスク・アセットの算出において基礎的内部格付手法を採用

しております。また、平成22年３月末については標準的手法により算出しております。

【単体】

23年３月末 22年３月末

標準的手法

（１）自己資本比率 (国内基準) 16.38 0.83 15.55

（イ）うち　Ｔｉｅｒ　Ⅰ比率 15.91 1.16 14.75

（ロ）うち　コアＴｉｅｒ　Ⅰ比率 14.21 1.12 13.09

（２）Ｔｉｅｒ　Ⅰ 237,247 5,236 232,011

　　うち　コアＴｉｅｒ　Ⅰ 211,847 5,917 205,930

（３）Ｔｉｅｒ　Ⅱ 7,287 △ 5,928 13,215

（イ）うち土地再評価差額金 3,098 △ 291 3,389

（ロ）うち劣後ローン残高 -            -            -            

（４）控除項目 369 △ 276 645

（５）自己資本　(2)＋(3)－(4) 244,165 △ 415 244,580

（６）リスク・アセット等 1,490,510 △ 81,695 1,572,205

(注)　コアＴｉｅｒⅠ＝ＴｉｅｒⅠ－税効果相当額　

【連結】

23年３月末 22年３月末

標準的手法

（１）自己資本比率 (国内基準) 17.14 1.06 16.08

（イ）うち　Ｔｉｅｒ　Ⅰ比率 16.80 1.38 15.42

（ロ）うち　コアＴｉｅｒ　Ⅰ比率 15.07 1.34 13.73

（２）Ｔｉｅｒ　Ⅰ 255,562 7,019 248,543

　　うち　コアＴｉｅｒ　Ⅰ 229,304 7,906 221,398

（３）Ｔｉｅｒ　Ⅱ 7,660 △ 5,801 13,461

（イ）うち土地再評価差額金 3,098 △ 291 3,389

（ロ）うち劣後ローン残高 -            -            -            

（４）控除項目 2,474 △ 285 2,759

（５）自己資本　(2)＋(3)－(4) 260,748 1,504 259,244

（６）リスク・アセット等 1,521,016 △ 90,589 1,611,605

(注)　コアＴｉｅｒⅠ＝ＴｉｅｒⅠ－税効果相当額　

基礎的内部格付
22年３月末比

手法[速報値]

（百万円、％）

（百万円、％）

基礎的内部格付
22年３月末比

手法[速報値]
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【訂正後】

・当行は、平成23年３月末から信用リスク・アセットの算出において基礎的内部格付手法を採用

しております。また、平成22年３月末については標準的手法により算出しております。

【単体】

23年３月末 22年３月末

標準的手法

（１）自己資本比率 (国内基準) 16.37 0.82 15.55

（イ）うち　Ｔｉｅｒ　Ⅰ比率 15.91 1.16 14.75

（ロ）うち　コアＴｉｅｒ　Ⅰ比率 14.20 1.11 13.09

（２）Ｔｉｅｒ　Ⅰ 237,247 5,236 232,011

　　うち　コアＴｉｅｒ　Ⅰ 211,847 5,917 205,930

（３）Ｔｉｅｒ　Ⅱ 7,288 △ 5,927 13,215

（イ）うち土地再評価差額金 3,098 △ 291 3,389

（ロ）うち劣後ローン残高 -            -            -            

（４）控除項目 369 △ 276 645

（５）自己資本　(2)＋(3)－(4) 244,166 △ 414 244,580

（６）リスク・アセット等 1,490,971 △ 81,234 1,572,205

(注)　コアＴｉｅｒⅠ＝ＴｉｅｒⅠ－税効果相当額　

【連結】

23年３月末 22年３月末

標準的手法

（１）自己資本比率 (国内基準) 17.13 1.05 16.08

（イ）うち　Ｔｉｅｒ　Ⅰ比率 16.79 1.37 15.42

（ロ）うち　コアＴｉｅｒ　Ⅰ比率 15.07 1.34 13.73

（２）Ｔｉｅｒ　Ⅰ 255,562 7,019 248,543

　　うち　コアＴｉｅｒ　Ⅰ 229,304 7,906 221,398

（３）Ｔｉｅｒ　Ⅱ 7,661 △ 5,800 13,461

（イ）うち土地再評価差額金 3,098 △ 291 3,389

（ロ）うち劣後ローン残高 -            -            -            

（４）控除項目 2,474 △ 285 2,759

（５）自己資本　(2)＋(3)－(4) 260,749 1,505 259,244

（６）リスク・アセット等 1,521,477 △ 90,128 1,611,605

(注)　コアＴｉｅｒⅠ＝ＴｉｅｒⅠ－税効果相当額　

基礎的内部格付
22年３月末比

手法[速報値]

（百万円、％）

（百万円、％）

基礎的内部格付
22年３月末比

手法[速報値]

- 4 -



○「平成22年度 決算説明資料」（15頁）

４．決算計数表

【訂正前】

【単体】 （百万円）

22年度 21年度

21年度比

10．単体自己資本比率(国内基準)(注) 16.38% 0.83% 15.55%

(参考)旧基準による自己資本比率 16.07% 0.52% 15.55%

【訂正後】

【単体】 （百万円）

22年度 21年度

21年度比

10．単体自己資本比率(国内基準)(注) 16.37% 0.82% 15.55%

(参考)旧基準による自己資本比率 16.07% 0.52% 15.55%

○「平成22年度 決算説明資料」（16頁）

【訂正前】

【連結】 （百万円）

22年度 21年度

21年度比

９．連結自己資本比率(国内基準)(注) 17.14% 1.06% 16.08%

(参考)旧基準による自己資本比率 16.75% 0.67% 16.08%

【訂正後】

【連結】 （百万円）

22年度 21年度

21年度比

９．連結自己資本比率(国内基準)(注) 17.13% 1.05% 16.08%

(参考)旧基準による自己資本比率 16.75% 0.67% 16.08%
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○「平成22年度 決算概要」（３頁）
４．自己資本比率（国内基準）

【訂正前】

連結 17.14 16.08 1.06

16.80 15.42 1.38

うちコアＴｉｅｒⅠ比率 15.07 13.73 1.34

260,748 259,244 1,504

1,521,016 1,611,605 △90,589

単体 16.38 15.55 0.83

15.91 14.75 1.16

うちコアＴｉｅｒⅠ比率 14.21 13.09 1.12

244,165 244,580 △415

1,490,510 1,572,205 △81,695

（注）リスク・アセット等のうち信用リスク・アセットの算出方法については、23年３月末より従来の標準的手法から基

　　 礎的内部格付手法に変更しております。

【訂正後】

連結 17.13 16.08 1.05

16.79 15.42 1.37

うちコアＴｉｅｒⅠ比率 15.07 13.73 1.34

260,749 259,244 1,505

1,521,477 1,611,605 △90,128

単体 16.37 15.55 0.82

15.91 14.75 1.16

うちコアＴｉｅｒⅠ比率 14.20 13.09 1.11

244,166 244,580 △414

1,490,971 1,572,205 △81,234

（注）リスク・アセット等のうち信用リスク・アセットの算出方法については、23年３月末より従来の標準的手法から基

　　 礎的内部格付手法に変更しております。

自己資本比率

うちＴｉｅｒⅠ比率

自己資本

リスク・アセット等

自己資本比率

うちＴｉｅｒⅠ比率

自己資本

リスク・アセット等

うちＴｉｅｒⅠ比率

自己資本

リスク・アセット等

23年３月末 22年３月末 前期末比

自己資本比率

自己資本比率

うちＴｉｅｒⅠ比率

自己資本

リスク・アセット等

（単位：百万円、％）

（単位：百万円、％）

23年３月末 22年３月末 前期末比
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○「平成22年度 決算概要」（６頁）
８．中期経営計画の計数目標と実績

【訂正前】

コア業務純益 216 265

当期純利益 84 90

ＯＨＲ（経費／コア業務粗利益） 63.97 60.0

役務収益比率（役務収益／コア業務粗利益） 14.72 19.0

不良債権比率（金融再生法開示基準） 3.49 3.0

自己資本比率 16.38 15.0

（注）１．いずれも単体ベース。

           ２．コア業務純益 ＝ 業務純益 － 債券関係損益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額

　　　３．コア業務粗利益 ＝ 業務粗利益 － 債券関係損益

　　　４．役務収益比率の算出に使用する役務収益には、クーポンスワップ収益を含む。

【訂正後】

コア業務純益 216 265

当期純利益 84 90

ＯＨＲ（経費／コア業務粗利益） 63.97 60.0

役務収益比率（役務収益／コア業務粗利益） 14.72 19.0

不良債権比率（金融再生法開示基準） 3.49 3.0

自己資本比率 16.37 15.0

（注）１．いずれも単体ベース。

           ２．コア業務純益 ＝ 業務純益 － 債券関係損益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額

　　　３．コア業務粗利益 ＝ 業務粗利益 － 債券関係損益

　　　４．役務収益比率の算出に使用する役務収益には、クーポンスワップ収益を含む。

以　上

（実績） （最終年度目標）

22年度通期
（実績）

23年度通期
（最終年度目標）

（単位：億円、％）

（単位：億円、％）

22年度通期 23年度通期

本件に関するお問合せは下記にお願いします。

経営企画部主計グループ 網師
あ じ

 ℡（0852）55－1000（内線1018）

- 7 -


